
VLP取組概要 活動・取り組み内容
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●墨田区

【前期】
➢年度初めの通知で本事業について学校に周知
＋ アカウントの配布

➢区の支援員と都の支援員で連携した相談や関わり
の支援

➢夏休み中のイベント開催
（クイズ大会、海外派遣の報告）

➢日本語支援講座の案内
＋ アカウントの配布

【後期】
➢不登校対応校内分教室（チャレンジクラス）の生
徒にアカウントを配布し、活用を開始

➢区の支援員と都の支援員で連携した相談や関わり
の支援

活動・取組み内容活用方針
適日

 VLP活用の狙い
 どこにもつながっていない不登校児童・生徒の居場所
づくりの手だての一つとする。

日本語の初期指導を終えた児童。生徒の日本語を
使ってコミュニケーションを図る場とする。

運営時間
毎週月曜日から木曜日の午後１時から午後４時
毎週月曜日から金曜日の午前８時から午後６時

活用方法
支援員とのコミュニケーションを図るとともに、個別の
学習に取り組む。

支援員とのコミュニケーションを図るとともに、日本語
学習のオンライン教材や学習講座に参加する。
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成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声

●墨田区

児童・
生徒

• 家から気軽に利用できた。
• 支援員と楽しく話ができた。
• 先生と関わることができて、学校に行く気持
ちが出た。

• デキタスはゲーム感覚で勉強しやすかった。

教職員や
保護者等

成果/好影響

次年度以降の方針

どこにもつながっていない児童・生徒への支援の手だて
 どこにもつながっていない児童・生徒の支援の第一歩となった。
 支援員が説教的に利用児童・生徒と関わることで、安心して

過ごせる居場所を提供することができた。
 オンライン学習教材を活用することで、不登校児童・生徒の学

び直しの支援充実を図ることができた。また、児童・生徒の学習
の実績を学習ログから確認し、出席の取扱いの判断ができた。

 活用２年目に入り、学校の教員にも活用を促し、ＶＬＰ上で
教員が児童と待ち合わせ、関わりを持つことができるようになっ
た。こうした関わりから保健室登校や学校への短時間登校など、
復帰につながるきっかけとなった。

次の支援につなげるための工夫
 引き続き、どこにもつながっていない不登校児童・生徒に対して、

教育支援センター等、次の支援に接続する手だてを講じる。
（例）教育支援センターでの進路説明会などをＶＬＰからも参

加できるようにする。
日本語指導での活用
 日本語指導に関する活用の拡大を検討する。
（例）日本語通級指導教室に通室している児童を対象とした

オンライン集会の活用など

利用者の声

• 教員も学校代表アカウントを使ってアクセス
し、子供と関わることができた。アバターを通し
ての関わりは、不安が強い不登校の子供に
とって効果が高いと感じた。家庭訪問と比べ
て、自己表現ができている実感がある。

• ＶＬＰからリアルな学校へつながることがで
きてよかった。
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●墨田区

年度初めの通知で配布している児童・生徒・保護者宛の
「ＶＬＰのお知らせ」

学校からＶＬＰを説明する際の参考資料として活用

ＶＬＰのアカウントを配布する際に同封している利用児
童・生徒宛のお知らせ

ポップなデザインで利用の意欲や安心感を引き出す


